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第３  今後の展望  
令和２年度も「せせらぎスクール」に申込みのあった学校や団体等に必要な教材を提供

するとともに、せせらぎスクール指導者養成講座を開催して指導者養成に取り組みました。
また、「せせらぎスクール」推進事業の現状の課題を把握するため、県内小学校を対象に
アンケートを実施しました。 
アンケート結果から、「せせらぎスクール」の指導者の協力があると「せせらぎスクー

ル」が実施しやすいとの回答が多く、「せせらぎスクール」の活動を広げるためには、指導
者の養成が急務であることを認識しました。 
東北地方太平洋沖地震に起因する原子力災害の影響を受け、平成２３年度から平成２５

年度まで「せせらぎスクール」の参加募集を休止したことにより、活動が激減し、指導者
も減少してしまいましたが、震災前から「せせらぎスクール」を継続している学校や団体
等（指導者）を中心に、現在、その活動が広がりつつあります。今後も「せせらぎスクール
指導者養成講座」を開催し、質の高い学習機会を提供して指導者を少しずつ増やしていき
たいと考えています。 
センターが開催する「せせらぎスクール指導者養成講座」では、水生生物調査に関する

講義や河川での水生生物調査の実習を行っています。また、今年度は、「せせらぎスクー
ルの楽しさや水環境を守る活動を地域に広げること」を指導者のテーマに掲げ、参加した
受講生が、今後指導者として活動する際に、質の高い学習機会を県民に提供できるよう、
『指導者のテーマ』を資料として配付しました。受講生自身が指導者を目指すにあたって、
まだまだ自分自身の経験や知識が足りないと感じた方が多かったと思います。しかし、現
在は指導者となるためのスタートラインであり、一人で不安に感じる方は、再度「せせら
ぎスクール指導者養成講座」を受講したり、他の調査団体等が行っている活動に参加した
りして、経験を積み重ねながら、それぞれの地域で子ども達と水生生物調査を実施できる
よう、前進していただきたいと思います。 

1人の指導者がそれぞれの地域で、「せせらぎスクール」を実施することが、多くの方が
せせらぎスクールの楽しさを体験し、水環境保全への意識を高めるきっかけとなります。 
今年度「せせらぎスクール」に参加した小・中学校からは、『調査した場所にはきれいな

水が流れていることが分かりました！』『もっときれいな水にしていきたいです！』『水
を汚さないようにする工夫について調べ、ポスターや新聞を作って学校のみんなにも呼び
かけました！』という、感想が寄せられました。 
川の水に触れ、そこに生きる水生生物の存在や私たちと水環境との関わりを知った時、

水環境やその周辺の環境を『大切にしたい』という思いが芽生えます。そして、自分たち
に何ができるかを考え、実践し、周りに発信していくことによって、環境保全意識の輪が
大きく広がっていくと考えます。ただ、その輪を大きく広げていくためには多くの方の協
力が必要です。 
今後の課題は、「せせらぎスクール」の活動を多くの方に知っていただくとともに『自

分も参加したい！』『この活動を広げたい！』と思ってもらえるような広報活動を展開す
ること。そして、その上で「せせらぎスクール」の指導者を養成し、指導者が活動する地域
において、環境保全意識の輪を広げていくことです。 
引き続き、アンケート等を実施し現状の課題を整理しながら、「せせらぎスクール」の

事業推進に取り組んでまいります。 
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